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　■　提案・報告の主な内容(概要)

1.産業経済委員会（4月19日）における答弁

・国から示されている複数空港の一括民営化は、帯広空港における、管理運営の効率化に向けた選択肢のひとつと認識。

・準備と検討を同時並行で進めるとともに、国や道との協議の場に参画していく。

2.委員会以降の動き

○4月21日に、知事が空港所在地の首長を対象とする意見交換会を実施

・「北海道における空港経営改革に関する協議会」（新規/国・道共催）と「道内空港の運営等に関する検討会議」（既存/道主催）

を活用し、年度内、早ければ年内に、国に対する「北海道発の提案」をとりまとめるため、地域での検討・協議を進めてもらいたい

との説明があったもの。

3.帯広市の考え

○検討作業と準備作業を同時並行で進める。

・検討作業：とかち観光誘致空港利用推進協議会のメンバーを中心として地元での検討会議を開催。

・準備作業：国の空港運営全般に係る考え方や、国が想定する道内空港一括民営化のスケジュールを考慮しながら、資産情報の

整理等を実施。

平成２８年度　第３回全体庁議（５月１１日開催）

（１）北海道内空港の一括民営化に関する状況について

　　　[商工観光部]

審議 ・ 報告

　■　提案・報告の趣旨

　本年1月の官房長官の意向表明や3月の道の民営化への方針表明など、道内空港の経営改革の流れが加速する中、4月21日

に知事と関係市町長との意見交換会が行われ、知事から示された今後の方向性について、報告したもの。

　・同内容で、5月17日産業経済委員会へ報告することで了承された。

　・特になし

　■今後のスケジュール

　■　審議結果

　■　その他、指摘事項等

　平成28年5月17日　　産業経済委員会へ報告

　平成28年5月中旬～　北海道における空港経営改革に関する協議会　出席

　平成28年5月25日～　とかち帯広空港における経営改革に関する検討会議　開催

　平成28年6月中旬～　道内空港の運営等に関する検討会議　出席
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